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初
雪
の
翌
日
、
鶴
岡
市

関
根
の
眞
田
昭
良
さ
ん
の

作
業
場
で
は
、
赤
か
ぶ
の

葉
切
り
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
期
は
天
候

の
せ
い
も
あ
り
、
田
川
地

域
で
は
約
半
分
ほ
ど
の
収

量
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
近
年
は
猿
被
害
に
遭
う

こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
数
百
年
も
続
く

焼
畑
農
法
の
田
川
か
ぶ
は
、

温
海
か
ぶ
や
藤
沢
か
ぶ
と

並
ん
で
、
貴
重
な
鶴
岡
の

在
来
作
物
と
し
て
、
地
域

の
方
々
に
よ
り
大
切
に
守

り
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
田
川
地
域
の
赤
か
ぶ
は
、

そ
の
色
合
い
と
歯
切
れ
の

良
さ
で
大
変
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

　
　
（
石
塚
治
己
委
員
）

赤
か
ぶ
の
収
穫

赤
か
ぶ
の
収
穫



　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
に

関
す
る
課
題
を
行
政
に
反
映
し

て
も
ら
う
た
め
、
現
場
の
声
を

市
及
び
国
・
県
等
の
関
係
機
関

へ
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

10
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
第

３
回
定
例
総
会
で
は
、
以
下
の

４
件
の
建
議
・
要
望
が
提
案
さ

れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
31
年
度
鶴
岡
市
農
業
振

興
施
策
予
算
に
関
す
る
建
議
書

■
農
地
中
間
管
理
事
業
の
改
善

に
関
す
る
要
望
書

■
河
川
の
整
備
に
関
す
る
要
望

書

■
学
校
給
食
の
鶴
岡
産
食
材
使

用
推
進
に
関
す
る
要
望
書

　

総
会
で
決
議
さ
れ
た
市
長
あ

て
の
建
議
・
要
望
書
に
つ
い
て

は
、
11
月
27
日
、
農
業
委
員
四

役
が
皆
川
治
市
長
を
訪
問
し
、

要
望
の
趣
旨
等
を
説
明
し
た
上

で
提
出
し
ま
し
た
。

　

皆
川
市
長
か
ら
は
、
各
要
望

に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
の
現

状
と
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て

話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
活
発
な

情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
も

地
域
農
業
を
守
る
た
め
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
が
意
欲
と
希
望
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
ご

健
勝
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

近
年
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
人
口
減
少
、
食
生
活
の
変

化
な
ど
に
よ
り
米
の
消
費
量
が

年
々
減
少
し
て
い
く
中
、
稲
作

を
主
体
と
す
る
本
市
の
農
業
経

営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
特
に
平
成
30
年

産
米
か
ら
の
米
政
策
の
大
改
革

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
生
産

目
標
」
は
「
生
産
の
目
安
」
に

転
換
さ
れ
、
米
の
直
接
支
払
交

付
金
は
廃
止
と
な
り
、
水
田
農

業
に
取
り
組
む
農
業
経
営
者
は

大
き
な
変
革
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
は
７
月

の
高
温
少
雨
に
始
ま
り
、
８
月

の
大
雨
・
洪
水
、
９
月
の
台
風

に
よ
る
暴
風
被
害
な
ど
異
常
気

象
に
見
舞
わ
れ
、
作
況
指
数
95

と
な
り
農
家
に
と
っ
て
は
大
打

撃
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
農
業
委
員

会
で
は
農
地
利
用
の
最
適
化
を

推
進
す
る
た
め
、
農
地
の
集
約

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一

昨
年
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た

藤
島
の
八
栄
島
地
区
で
は
、
約

６
㌶
の
分
散
ほ
場
の
集
約
を
実

現
し
ま
し
た
。
今
後
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
全
市
に
広
げ
て
い

く
こ
と
で
、
コ
ス
ト
の
軽
減
や

作
業
効
率
の
向
上
に
繋
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
一
方
、
中
山
間
地
で
は
高

齢
化
に
よ
る
農
地
の
移
動
な
ど

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
農
地
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
小
規
模
農
家
も
含
め

た
多
様
な
経
営
体
が
意
欲
を
持

っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
環
境

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

他
地
域
か
ら
庄
内
に
来
て
美

田
を
見
る
と
「
感
動
す
る
」
と

良
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
景
観

を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
力
を
合
わ
せ
て
本
市
農
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
き
年
に
な
る
よ
う
祈
念
し
、

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　
　
会
長
　
渡
部
長
和

鶴
岡
市
農
業
委
員
会

　
　
会
長
　
渡
部
長
和

　平成30年秋の叙勲が発表され、本市農業委員会前会長の三浦伸一氏が旭日単光章
を受章されました。三浦氏は平成5年に農業委員に就任され、平成20年からは会長
を務めて、市の農地行政、農業振興に尽力されました。また、山形県農業会議副会
長や農業委員会庄内地方協議会会長を務めるなど、本市のみならず県内外の農政、
農業振興にも幅広く活躍されました。
　受章おめでとうございます。

前 鶴岡市農業委員会 会長
三浦 伸一 氏

皆
川
市
長
へ

建
議・要
望
書
を
提
出

皆
川
市
長
へ

建
議・要
望
書
を
提
出

前会長 三浦伸一氏　平成30年秋の叙勲「旭日単光章」受章
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当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
青
年

農
業
者
３
人
、
大
学
生
16
人
、
委
員

等
20
人
が
参
加
し
、
青
年
農
業
者
が

関
わ
る
施
設
の
見
学
と
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
見
学
し
た
加
賀
山
雄
氏

（
播
磨
）が
受
託
す
る
実
証
圃
場
で
は
、

鶴
岡
バ
イ
オ
ガ
ス
パ
ワ
ー
（
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
）
か
ら
出
る

発
電
余
剰
熱
に
よ
る
農
業
用
ハ
ウ
ス

加
温
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

温
水
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
加
温
栽
培
で

ミ
ニ
ト
マ
ト
が
栽
培
さ
れ
コ
ス
ト
も

低
く
抑
え
ら
れ
、
甘
く
お
い
し
い
ト

マ
ト
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

後
の
利
用
方
法
で
は
、
大
き
な
期
待

が
持
て
そ
う
で
す
。
冬
は
青
こ
ご
み

を
栽
培
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
鈴
木
俊
将
氏（
中
京
田
）の

き
く
ら
げ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
見
学
し

ま
し
た
。
経
営
規
模
を
拡
大
し
、
生

食
と
加
工
用
で
販
路
を
広
げ
、
今
は

白
い
き
く
ら
げ
も
生
産
し
て
い
ま
し

た
。
自
ら
商
談
に
出
向
き
、
現
在
は

輸
出
も
行
い
、
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
頑
張
っ
て
い

る
青
年
農
業
者
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
三
学
区
コ
ミ
セ
ン
に

会
場
を
移
し
て
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
、
視
察
先
で
あ
る
青
年
農
業
者
へ

の
質
問
や
大
学
生
の
農
業
に
対
す
る

思
い
や
考
え
方
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
の
情
報
交
換
会
も
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
専
門
委
員
会
委
員
長　

石
川 

守
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る

食
育
教
室
も
、
幼
少
期
か
ら
適
切
な

食
を
学
び
、
お
米
に
慣
れ
親
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、

７
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
委
員
18
人
が
参
加
し
、
栄

保
育
園
の
年
長
・
年
中
の
18
人
の
園

児
を
対
象
に
お
に
ぎ
り
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

　

委
員
に
よ
る
自
己
紹
介
の
後
、
初

め
に
お
米
に
関
す
る
話
を
す
る
と
、

園
児
た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
米

を
と
ぐ
体
験
や
、
ガ
ラ
ス
鍋
で
お
米

が
炊
け
る
様
子
の
観
察
を
し
て
も
ら

い
、
炊
き
あ
が
り
の
香
り
も
体
感
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
お
に

ぎ
り
作
り
に
挑
戦
。
最
初
は
戸
惑
い

な
が
ら
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
き
、

「
も
っ
と
や
り
た
い
！
」
と
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
に
ま
つ
わ
る
絵
本
と
紙
芝

居
の
読
み
聞
か
せ
の
後
は
、
農
業
委

員
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
つ
や
姫
体
操
」

を
園
児
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
つ
や
姫
お
に
ぎ
り
の

給
食
を
皆
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ

や
姫
体
操
の
ア
ン
コ
ー
ル
や
歌
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
、
帰
り
際
に
は
一
人
ひ
と

り
と
握
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
な

ど
、
楽
し
く
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

専
門
委
員
会
で
継
続
し
て
き
た
活

動
の
成
果
が
見
て
取
れ
る
よ
う
な
有

意
義
な
食
育
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

（
専
門
委
員
会
委
員
長　

荻
原 

優
太
）

食育・
地産地消

営農・
担い手

加賀山雄氏が受託する
実証ほ場

鈴木俊将氏の
きくらげハウス

　
10
月
18
日
、営
農・

担
い
手
専
門
委
員
会

と
青
年
農
業
者・山
形

大
学
農
学
部
学
生
と

の
交
流
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
、栄
保

育
園
で
、食
育・地
産

地
消
専
門
委
員
会
の

食
育
教
室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

つやつやひめひめつやひめ～♪
  さめてもおいしいつやひめ～♪

きもちいい～！

専 門 委 員 会 活 動 報 告
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広報編集委員会広報編集委員会
視察研修報告視察研修報告

　「ササニシキ」や「ひとめぼれ」を開発し
た古川農業試験場。生産者と消費者のニーズ
に対応した安全でおいしい農産物を農業者が
安定生産できるよう、作物の品種改良や新し
い農業技術を開発する研究を行っています。
　昭和２年に水稲育種
を開始して以来、現在
まで91年間に47品種を
育成しており、最近で
は「だて正夢」を開発
しました。
　研修の最後には、同試験場で品種開発の年
限短縮のために考察された、稲を年４回栽培

することのできる“世代
促進温室”を見学したり、
直播栽培の方法別食味
調査の現場を見て、炊
きたてのおいしい香り
を嗅いできました。

　11月19日・20日、農業委員会広報編集委員9人、運営委員3人で宮城県を訪問し、登米市農業委員会と古
川農業試験場で視察研修を行いました。広報編集委員会としては初となる視察研修で、様々な情報を得る
ことができ、とても有意義な研修でした。（広報編集委員長 太田裕徳）

　宮城県のブランド米、ササニシキ・ひとめ
ぼれが開発・育成された施設。米の品種改良、
水稲をはじめ麦・大豆の奨励品種選定や栽培
技術の開発、病害虫の防除技術の研究、調査
等を行っている。

　はじめに登米市の
農業、農業委員会の
概要について説明が
ありました。登米市
は県内有数の穀倉地

帯であり、「ササニシキ」や「ひとめぼれ」
の主産地として有名です。農業産出額では全
国でも上位に位置し、鶴岡市と耕地面積は同
じ位で、農業委員・農地利用最適化推進委員
の人数も同じ位でしたが、鶴岡市で毎月開催
している部会が登米市では“総会”と称し、農業
委員は出席するが推進委員は意見を述べる時
だけ出席するとの違いがありました。中山間
地での、高齢化、後継者不足で遊休化してい
る農地も多く、ほ場整備も進んでいな状況を、
広報誌でも伝えながら様々な対策を講じてい
るとのことでした。どの地域でも同じような
問題を抱えていることを痛感しました。
　広報誌については、Ａ４サイ
ズ、４ページで年３回発行し、
状況次第では予算をやり繰りし
て特別号を発行しているそうで
す。全てのページがカラーで、活字も見やす
いよう大きくし、読みやすい言葉を使って農
家の皆さんにわかりやすく伝えることを心掛
けているようでした。また、編集会議は１号
発行ごとに３回の会議を行い、綿密な編集作
業を行っていました。
　その後の情報交換会では予定時間を大幅に
オーバーするなど、活発な意見交換が行われ
ました。

　「農の広場 登米市農業委員会だより」を年
3回発行。平成29年は、農業委員会の制度改
正に関する周知のため特別号を2回発行したこ
と等が評価され、農業委員会だより全国コン
クールで表彰を受けた。

11/20 宮城県古川農業試験場11/19 宮城県登米市農業委員会

優れた広報誌を発行する農業委員会
の広報編集活動等を学ぶため、農業委
員・農地利用最適化推進委員が先進地
を訪問し、視察研修を行いました。

農業委員と農地利用最適化推進委員が
現地を確認し、解決策を考えます。

こんな農地を見かけたら
農業委員会までお知らせください
・草が生い茂り害虫の発生が心配
・歩行や通行の妨げになる
・動物が住み着いている
・ゴミの不法投棄　など
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集約前集約前 集約後集約後

農地の貸付けに協力してくださる支援農業者・団体です。
（12月末現在、敬称略）

■（有）鶴岡協同ファーム（鶴岡・民田）
■（株）アシスト（鶴岡・本田）
■（有）田和楽（藤島・小中島）
■ 上新田農事組合法人（藤島・長沼）
■ 井上農場　代表・井上　馨（藤島・渡前）
■（株）ハグロファーム（羽黒・川代）
■（農）あさひの輝き・まんてん（朝日・東岩本）
■（株）あつみ農地保全組合（温海・湯温海）

アグリランドバンク
新規就農支援型

アグリランドバンク
新規就農支援型

農地の確保を支援します！
が

支援内容、条件など、詳しくは農業委員会まで。

情報交換会の様子情報交換会の様子

耕作地の交換
しませんか？
耕作地の交換
しませんか？
　農業委員会では、分散されたほ場を集約し、農地の有効利用
や農業経営の効率化を図るため、担い手間の話し合いを通じた
耕作地の交換を積極的に進めています。
　話し合いには地元の農業委員・農地利用最適化推進委員も同席し、参加者同士が図
面を見ながら、ほ場条件や特徴などについて情報交換を行い、交換できるほ場がない
か検討します。
　これまで市内では、藤島の八栄島地区と鶴岡の高坂地区の２地区で情報交換会等の
取り組みが行われ、互いの条件が合致した農地の交換が決まり、中間管理機構を通し
ての貸借が成立しています。

すすめよう

農地
集約

分散した農地の解消を図りたいと考えている担い手のみなさん、
まずは農業委員会へご相談ください。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

週刊・購読料700円／月（税込）

１．農業者なら広く加入できる
２．積立方式・確定拠出型
３．保険料の国庫補助あり
４．保険料は２万円～自由に選択
５．税制面で大きな優遇
６．80歳までの終身年金

農業者年金で
　 豊かな老後生活を
しっかり積み立て、大きな安心

新規就農者の
みなさん！



（６）農委広報　もっしぇのー （６）農委広報　もっしぇのー

庄司祐子さん

ピッツァを焼くのは息子の建人さん

　鶴岡市羽黒町押口の田んぼの真ん中にある「穂波街道 緑のイスキア」。
　お店の隣の畑で採れた新鮮な野菜を使ったピッツァやパスタなど、
本格的なイタリアンがいただけるお店で、東北初の「真のナポリピッ
ツァ協会認定店」でもあります。
　今回は、店主である庄司祐子さんにお話を伺いました。

　鶴岡市羽黒町押口の田んぼの真ん中にある「穂波街道 緑のイスキア」。
　お店の隣の畑で採れた新鮮な野菜を使ったピッツァやパスタなど、
本格的なイタリアンがいただけるお店で、東北初の「真のナポリピッ
ツァ協会認定店」でもあります。
　今回は、店主である庄司祐子さんにお話を伺いました。

　鶴岡市内の話題のお店や
法人などに広報編集委員が
訪問し、その内容をレポー
トします。
　今回は「穂波街道 緑のイ
スキア」にいってきました。

おじゃまし
ます！

○○に 広報編集
委員が

いってきましたいってきました

　

お
店
に
入
っ
た
瞬
間
、

ピ
ザ
釡
の
前
に
立
つ
庄
司

建
人
さ
ん
と
、
お
客
様
の

接
待
を
さ
れ
て
い
る
庄
司

祐
子
さ
ん
の
お
二
人
の
笑

顔
と
、
お
店
に
広
が
る
ピ

ッ
ツ
ァ
の
焼
け
た
い
い
匂

い
で
迎
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
お
店
の
マ
ダ

ム
・
祐
子
さ
ん
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

㈱
ジ
ェ
イ
フ
ァ
ー
ム
、

そ
の
名
前
に
は
、Japan 
Frontier Spirit Farm

（
挑
戦
者
た
れ
・
先
駆
者

た
れ
）
と
い
う
想
い
が
込

め
て
あ
り
ま
す
。

　

22
年
前
、
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
を
先
駆
け
て
「
穂
波

街
道
」
と
い
う
名
前
で
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
を

オ
ー
プ
ン
し
、
11
年
前
、

イ
タ
リ
ア
の
イ
ス
キ
ア
島

な
ど
で
ナ
ポ
リ
ピ
ッ
ツ
ァ

の
修
業
を
重
ね
た
息
子
の

建
人
さ
ん
と
共
に
、
「
緑

の
イ
ス
キ
ア
」
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

祐
子
さ
ん
に
は
た
く
さ

ん
の
顔
が
あ
り
ま
す
。

「
み
や
ぎ
・
や
ま
が
た
女

性
交
流
機
構
」、
「
山
形

県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
」、
そ
し
て
、

「
㈱
ジ
ェ
イ
フ
ァ
ー
ム
専

務
」、
お
店
の
マ
ダ
ム
で

も
あ
り
、
開
店
前
に
は
野

良
仕
事
に
出
ま
す
。
農
業

と
農
作
物
が
お
店
の
土
台

を
し
っ
か
り
支
え
て
い
ま

す
。

　

「
庄
内
が
大
好
き
」
で
、

北
海
道
で
も
九
州
で
も
な

い
、
こ
こ
庄
内
で
、
そ
の

特
徴
を
生
か
し
た
農
業
を

こ
だ
わ
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
祐
子
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
農
業
を
始
め
て
40

年
以
上
の
祐
子
さ
ん
が
、

今
も
な
お
、
新
し
い
発
見

と
新
し
い
出
会
い
に
心
を

は
ず
ま
せ
て
い
る
こ
と
が

と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

新
規
就
農
者
や
若
い
農

業
者
な
ど
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
る
と
、「『
一
緒

に
や
ろ
う
』
と
伝
え
た
い
。

農
業
は
、
一
人
で
や
み
く

も
に
や
っ
て
う
ま
く
い
く

ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
学

ぶ
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し

て
は
、
絶
対
に
う
ま
く
い

か
な
い
。
師
匠
を
持
つ
こ

と
も
大
切
。
教
え
て
も
ら

う
こ
と
は
、
決
し
て
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

ぜ
ひ
、
農
業
士
会
も
頼
っ

て
ほ
し
い
」
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
せ
っ
か
く
夢
を
も
っ
て

取
り
組
み
始
め
た
就
農
者

に
、
想
い
半
ば
で
消
え
て

欲
し
く
な
い
」
と
も
加
え

ま
し
た
。

　

彼
女
の
言
葉
は
、
た
く

さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
と
て
も
厳

し
く
、
そ
し
て
温
か
い
エ

ー
ル
で
し
た
。



（７） 農委広報　もっしぇのー

　

祐
子
さ
ん
は
、
人
と
人
、

想
い
と
想
い
の
小
さ
な
つ

な
が
り
を
つ
く
り
、
そ
れ

を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

得
意
で
あ
る
と
ご
自
分
で

分
析
し
て
い
ま
す
。
祐
子

さ
ん
に
出
会
う
と
、
何
か

が
動
き
出
す
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

㈱
ジ
ェ
イ
フ
ァ
ー
ム
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
、

ま
た
新
た
な
試
み
も
計
画

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

近
々
発
表
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
ち
ら

も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
（
重
松
美
鈴
委
員
）

　

11
月
８
日
・
９
日
、

「
第
21
回
全
国
農
業
担
い

手
サ
ミ
ッ
ト
in
や
ま
が
た
」

が
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
お
よ
そ
２
千
人

が
山
形
県
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
の
記
念
す

べ
き
第
１
回
目
は
酒
田
市

で
開
催
さ
れ
、
今
回
が
山

形
県
で
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
本
県
の
農
業

が
全
国
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

１
日
目
は
、
山
形
ビ
ッ

ク
ウ
イ
ン
グ
で
全
体
会
が

行
わ
れ
、
皇
太
子
殿
下
よ

り
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
国
優
良
経
営
体

表
彰
等
の
表
彰
式
の
後
は
、

県
内
８
会
場
へ
移
動
し
地

域
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ

ン
で
開
催
さ
れ
た
鶴
岡
・

田
川
地
域
交
流
会
に
は

2
8
0
人
ほ
ど
が
参
加
し
、

来
県
さ
れ
た
方
と
の
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
県
内
８
地
域
、

計
32
コ
ー
ス
に
分
か
れ
現

地
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
鶴
岡
・
田
川
地
域
で

は
４
コ
ー
ス
設
定
さ
れ
、

県
外
参
加
者
が
農
業
法
人

や
産
直
施
設
を
視
察
し
食

文
化
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

平
成
最
後
の
年
に
山
形

県
で
開
催
さ
れ
、
新
し
い

年
号
の
次
回
は
静
岡
県
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
全

国
の
農
業
担
い
手
が
一
堂

に
会
す
る
良
い
機
会
で
す
。

静
岡
県
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。

　
　
（
小
林
真
推
進
委
員
）

Q&AQ&A
次回は…
「知憩軒」さんに行ってきます！
「独特のセンスがその名のとおり
きらっと光る。食事も空間も落ち
着き和食のお店です」（祐子さん）

祐子さんのご紹介

全国農業
担い手サミット
全国農業

担い手サミット
inやまがたinやまがた

農地に関する農地に関する

Q.親が亡くなり農地を相続することになり
ました。農業委員会への
手続きは必要ですか？

Q.家庭菜園のために100㎡ほどの畑を
購入したいのですが、
可能ですか？

A.遺産相続により農地を取得する場合は、農地
の売買等とは異なり農地法の
許可は必要ありませんが、農
業委員会への届出が必要です。
その権利取得を知った日から
おおむね10か月以内に農業委
員会へ届け出てください。

A.農地を購入するには、農地法の許可が必要と
なります。許可を得るために
は要件があり、農地取得後の
経営面積が一定の面積に達し
なければ許可されません。こ
の下限面積は市町村ごとに異
なりますが、100㎡以下に設
定している市町村は少ないと
考えられます。さらに農地法
では、農地の効率的な利用の
促進や、農業上の利用の確保
のための措置を講ずることを
目的としており、そこに家庭
菜園はあてはまらないと解釈
されるため、家庭菜園を目的
とした農地の購入は難しいと
考えられます。



鶴岡市農業委員会事務局
　〒９９９‐７６９６ 山形県鶴岡市藤島字笹花２５（鶴岡市藤島庁舎内）　☎６４‐５８６８（直）　FAX.６４‐５８４６
　http://www.city.tsuruoka.lg.jp/sangyo/nougyouiinaki/index.html

（８）農委広報　もっしぇのー

○鶴岡分室  25-2111（代表）　 ○櫛引分室  57-2114　 ○羽黒分室  62-2111（代表）
○朝日分室  53-2111（代表）　 ○温海分室  43-4616

　
農
家
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
農
業
委
員
会
広
報
「
も
っ
し

ぇ
の
ー
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
取
材
の
際
に
は
快
く
ご
協

力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
、
農
業
委
員
会
法
改

正
に
よ
り
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
選
任
さ

れ
、
新
制
度
の
下
で
一
年
間
活

動
し
て
参
り
ま
し
た
。
私
自

身
、
新
米
推
進
委
員
と
し
て
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
各
地
で
異
常
気
象
に

よ
る
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
新
し
い
年
は
新
年
号
の

も
と
、
災
害
の
な
い
穏
や
か
な

豊
作
の
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　（
佐
藤
宣
夫
推
進
委
員
）

あとがき

　山あいの傾斜地に階段状に作られた棚田。いつまで
も守っていきたい農村の原風景です。
　市内には、「やまがたの棚田20選」に認定されている
美しい棚田が４か所あります。四季折々の表情を見せ
る棚田を、ぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。

TSURUOKA TANADA PHOTO

鶴岡の棚田 ｰ温海・越沢ｰ鶴岡の棚田 ｰ温海・越沢ｰ

産業
 まつり

　農業委員会では、毎年恒例
の手作り寄せ豆腐のふるまい
や、農産物の販売を行いまし
た。たくさんのご来場ありが
とうございました。

大

おいち♡

できたて
ホヤホヤですよ～！

じじのとうふ
たべたよ！


